
日本学術会議 

①単語を打ちかえます ②点線で半分に折ります 

例としてあらかじめ入力されてい
る英単語・意味・発音をそれぞれ
好きなものに打ちかえてください。 

文字列をダブルクリック
して打ちかえます 

文書を印刷し、真ん中の点線で山
折りにしましょう。また上部の○
部分にパンチなどで穴をあけます。 

山折り 

穴をあける 

③ひもなどを通して、トイレの見やすい位置にかけておきましょう 

英単語→意味、またはその逆
など、裏返して答えを見るこ
とができます。またチェック
ボックスにチェックを入れる
ことで、覚えたかどうかの反
復学習ができます。 

CHECK! 

★クリップアートの使い方★ 
クリップアートを使えば英単語の意味を視覚的に学習するこ

とができます。右図の「クリップアート」アイコンをクリッ

クし、好きなイラストや写真を検索して挿入しましょう。 

また、マイクロソフト オフィス オンライン などのウェブサ

イトからダウンロードすることもできます。 

ICTの将来と人材育成について 

“ICTの将来展望を見据えた上での、電気・電子・情報系学科における人材育成のあり方” 、特にこれから
必要とされるICT人材及び技量と大学教育の現状、国際化進展の現状と日本の問題点を取り上げ、電気・
電子・情報系の専門教育の重要性と現状の改善策を議論し、ICT分野の活性化を目指す。 

日本学術会議講堂 
千代田線「乃木坂駅」５番出口徒歩１分 

地図 http://www.scj.go.jp/ja/other/info.html 

2016年10月3日（月） 13：30～17：10 
(開場 13:00) 

/ 

開会挨拶：13:30-13:40 

津田 俊隆 日本学術会議電気電子工学委員会通信・電子システム分科会委員長 （早稲田大学研究院客員教授） 

講演：13:４0-1５:40 

13：40 – 14:20  

関口 和一 （日本経済新聞社 編集委員） 
世界のＩＣＴの将来方向と日本の課題  
 
14：20 – 15:00  
篠原 弘道 （日本電信電話株式会社 副社長） 
NTTグループが目指す今後の方向（仮） 
 
15：00 – 15:40  
原島 博 （東京大学名誉教授） 
ＩＣＴは“材”としての人を必要としているのか。それとも・・・ 

総合討論：16:00-17:00  「ICT分野の求められる人材像とその育成策」 

パネリスト： 関口 和一 （日本経済新聞社 編集委員） 
        篠原 弘道 （日本電信電話株式会社 副社長） 
        原島 博   （東京大学名誉教授）  
        森 正弥   （楽天技術研究所 代表・楽天 執行役員） 
        仙石 正和 （事業創造大学院大学学長・教授） 
        石川 悦子   （富士通株式会社光コアネットワーク事業部シニアディレクター） 
 
司会：            吉田 進  （京都大学特任教授 名誉教授） 

閉会挨拶：17:00-17:10 

参加費は無料 参加を希望される方は事前の申し込みを   http://goo.gl/PFga5F                より 
          お願いいたします。なお当日の受付も承ります。 
お問合せ先： 津田 俊隆 （早稲田大学研究院客員教授： Tsuda-toshitaka@aoni.waseda.jp） 
主催：日本学術会議 電気電子工学委員会 通信・電子システム分科会 
協賛（依頼中を含む）：情報処理学会、電子情報通信学会、日本データベース学会 
後援：           電子情報通信学会東京支部、 ＩＥＥＥ東京セクション 

日本学術会議 電気電子工学委員会 通信・電子システム分科会 
公開シンポジウム 

中野 美由紀 （産業技術大学院大学 教授） 


